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IoT／AI xSDG – 第4次産業革命
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• 第4次産業革命は自律分散。協
調的にするためには共有されたビ
ジョンや共通目標の存在が重要
→ 「目標ベースのガバナンス」
（SDGsはその代表）

• 第4次産業革命では柔軟な発想
による新事業創出が重要
→ 公共性あるイノベーションへ
の発想のヒントになるのがSDGs

SDGsとパリ協定で政治は脱炭素・
持続可能性へと舵をきった



SDGs－持続可能な開発目標
～ 2030年の世界の姿 ～

進捗レビュー
（法的義務なし）

2030年への
世界目標

17目標
169ターゲット

232（244）指標

全ての国・企
業等の主体に
普遍的に適用

世界の変革 だれ一人取り残
されない



新たな現象への対応

SDGsの3つの背景

地球システムの限界

© Norichika Kanie

経済

社会

環境
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悲鳴を上げる地球環境

Steffenら、2015,
Scienceより作成

⇒ 環境問題の「量」と「質」の変化
身近な環境問題から地球変動の
課題へ
Cf.「人類世（anthropocene）」
(Crutzen 2002)
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遺伝的多様性
の減少

種・生態系
多様性の減少

新しい化学物質
の増加

限界を超えた危険な状態
限界を超えつつある状態
限界内で安全な状態
限界が不明

Planetary Boundaries －地球システムの境界

朝日新聞2016年4月3日朝刊

環境



6このままの成長パタンでは地球がもたない!!

人間が地球をかえる：1950年から右肩上がりが急加速
社会経済的な傾向 地球システムの傾向

世界人口 実質GDP

都市部
人口

大型ダム

運輸

水利用

電気通信 国際観光

紙生産

外国直接
投資

肥料消費一次エネル
ギー利用

二酸化炭素

成層圏オゾ
ン

亜酸化窒素 メタン

表面温度 海洋酸性化

海洋漁業 エビ養殖 沿岸域
窒素

熱帯林
損失

農用地 陸域生物
の減少



SDGsの特徴:３つの新しさ

１．新しい仕組み
２．新しいアプローチ
３．新しいものさし
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あたらしいグローバルガバナンス手法
目標ベースのガバナンス
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国際条約 (例－気候変動枠組条約)
⇒ 国際ルールをつくるガバナンス

野心レベルの提示からスタート
→ バックキャスティング

実施メカニズム・法的拘束力なし
→ 各主体が自由につくる

進捗評価のみ → 測って、比べる

できることの積み上げでは
必要なアクションがとれず（フォアキャスティング）

これまで
主流

ルール作りではなく目標作りからはじまるガバナンス

Norichika Kanie and Frank 
Biermann eds., Governing through 
Goals: Sustainable Development 
Goals as Governance Innovation 
(MIT Press, 2017)
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http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=COP15+objection&source=images&cd=&cad=rja&docid=6vD-PjCPXYB4wM&tbnid=eJeGLsijI2EUeM:&ved=0CAUQjRw&url=http://luckybogey.wordpress.com/2009/12/09/the-elephant-in-the-room-at-cop15/&ei=DY-RUcaWLMSVkwX49oHwDQ&bvm=bv.46340616,d.dGI&psig=AFQjCNHrpVHfydV1FwLzk59hNKlP1tfKcA&ust=1368580227795799
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新しいアプローチ
包括的な目標

課題が有機的に
つながる

＝統合解決へ

David Griggs, Kanie et al. ‘Sustainable Development Goals 
for People and Planet.’ Nature (Vol 495, 21 March 2013). 

社 会

経 済

ガバナンス

環 境
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新しいものさし
未来基準で測る

数字以外も測る

数字で測る（指標）



• 自律・分散・協調型のガバナンスを促進するしくみ

• 世界が目指す方向を包括的に示している
–成長・イノベーションのヒント集

• 未来基準で測る、そして比べる

どういう仕組み
が効果的？

どうやって
イノベーション
を起こす？

どうやって測る？
どうやって比べる？



日本とSDGs
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スローガン
「未来を変える買い物を」
商品
• 国際認証を受けた商品が買える

• キュレーターの皆様が選んだ商品が買える

記事
• サステナブルな商品やライフスタイルを知る

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
EarthMall with Rakutenは、２.５億もの商品の中から、サステナブルな商品を見つけ出し、それを買いやすくしていこうという、楽天市場内の特設サイトです。サステナブルな商品とは、透明性があり、トレーサビリティが担保され、環境や社会に配慮された商品。地域やローカルコミュニティに貢献する商品。まさに、SDGsに貢献する商品ということが出来ます。 ＜ウェブサイト　国際認証のロゴ、商品＞このサイトを訪れた皆様は、MSC、国際フェアトレードラベル、GOTS認証といった、国際認証を受けた商品、 ＜ウェブサイト　キュレーターの皆様＞専門家や、サステナビリティに関心が高いキュレーターの皆様によってえらばれた商品を購入いただくことが出来ます。 ＜ウェブサイト　記事のサンプル＞また、選ばれた商品や、認証ラベル、持続可能なライフスタイルに関する様々な記事から、サステナブルな買い物ついて、楽しく、より深く、知っていただくことができます。
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MSC認証
水産資源や海洋環境を守って

獲られた水産物

ASC認証
責任ある養殖によって
生産された水産物

FSC認証
適切に管理され
た森林の木材

国際フェアトレード認証
フェアトレード商品

RSPO認証
持続可能なパーム油

GOTS認証
オーガニック・テキスタイル

課題
 「サスティナブルな商品」「SDG12にかなう商
品」とは何かという基準づくり

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、認証スキームオーナーの皆様にも全面的にご協力をいただいています。また、



熊本地震からの回復企業の特徴

公益財団法人地方経済総合研究所資料より
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SDGsを考える
ということ
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